
支持体にアルミニウムを含有する経皮吸収製剤を貼付したままMRI
検査を実施すると熱傷を発生する場合があるため、前もって除去する
こととされています。

以下にMRI検査時に除去すべき経皮吸収製剤を示します。

MRI検査時に除去すべき経皮吸収製剤について
―ニュープロパッチは除外されました―
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不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室(内線 7083)までご連絡下さい。

ニュープロパッチ

★MRI検査時に除去すべき経皮吸収製剤から除外

ニコチネルTTS ニトロダームTTS

ノルスパンテープ エムラパッチ

★MRI検査時に除去すべき経皮吸収製剤

ニュープロパッチは支持体が変更となったため、MRI検査時に除去
すべき経皮吸収製剤から除外されました。
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